
日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト

『本
述
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て

大

平

宏

龍

１
、
問
題
の
所
在

静
岡
県
沼
津
市
に
あ
る
法
華
宗

（本
門
流
）
大
本
山
光
長
寺
所
蔵
の
聖
教
類
は
、
宗
祖
日
蓮
聖
人
と
直
弟
日
春

・
日
法
聖
人
に
関
す
る

も
の
が
多
く
、
近
年
、
そ
の
研
究
が
著
し
く
進
展
し
て
い
る
。
小
稿
で
は
、
日
法
聖
人

（以
下
、
日
法
師
）
の
筆
写

・
抄
録
に
よ
る

『本

述
相
違
』
（以
下
、
本
抄
）を
と
り
あ
げ
、
内
容
の
上
で
注
目
さ
れ
る
所
を
指
摘
し
、
日
蓮
門
下
教
学
史
を
考
察
す
る
上
で
の
問
題
提
起
と

し
た
い
。
な
お
後
述
の
よ
う
に
、
本
抄
の
下
巻
は
未
刊
で
あ
る
が
、
上
巻
分
の
補
訂
も
必
要
と
考
え
る
の
で
、
釈
文
は
別
の
機
会
に
譲
る

こ
と
と
し
、
小
稿
で
は
、
管
見
に
お
い
て
興
味
深
い
点
の
指
摘
の
み
に
と
ど
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

２
、
名
称
と
概
観

従
来
、
本
抄
は

『日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
（以
下
、
宗
全
）
上
聖
部
に
収
録
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て

一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

五
七
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実
は
こ
れ
は
本
抄
全
二
巻
の
う
ち
の

一
巻
分

（上
巻
）
に
す
ぎ
な
い
。

本
抄
の
名
称
は

（ラ
ベ
ル
）
本
述
相
違
要
文
上

（外
題
）

本
逃
相
違
抄

（内
題
）

本
逃
相
違

（日
法
師
筆
）

及
び

（ラ
ベ
ル
）
本
述
相
違
要
文
下

（外
題
）

本
述
相
違
要
文

（内
題
）
　

本
述
相
違
要
文
　
　
　
　
（　
）
内
は
引
用
者
注
。

と
な

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
抄
の
名
称
と
し
て
は

『本
逃
相
違
』
の
み
が
日
法
師
の
自
撰
と
認
め
ら
れ
る
故
に
、
こ
れ
が
適
当
と
考
え

ら
れ
よ
矩
。
ま
た
ヽ
今
の
両
巻
は
本
文
が
同
筆
と
考
え
て
よ
く
、
内
容
的
に
も
同

一
種
類
で
あ
る
か
ら
、
伝
承
の
よ
う
に
連
れ
の
文
献
と

考
え
ら
れ
る
。
従

っ
て
、
両
者
を

一
括
し
て

『本
述
相
違
』
上
下
三
巻

と
し
、
ラ
ベ
ル
に
あ
る
上
下
を
生
か
し
て
区
別
す
る
の
が
便
宜
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
原
本
に
は
、
上
下
等
の
調
巻
を
示
す
形

跡
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。



３
、
上
巻
の
未
刊
部
分
に
つ
い
て

本
抄
上
巻
に
つ
い
て
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
刊
本
は
原
本
の
第

一
紙

（但
し

一
行
余
の
み
現
存
）
と
第
二
紙
分
を
収
録
し
て
い
な
い
こ

と
で
、
そ
の
理
由
は
宗
全
本
か
ら
は
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
推
量
す
る
に
、
そ
の
内
容
の
上
か
ら
活
字
と
す
る
に
は
不
適
当
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第

一
紙
断
簡
は
別
と
し
て
、
第
二
紙
分
に
は

『守
護
国
家
論
』
の
冒
頭
、
表
題
か
ら
本
文

「余
光
照
東
域

己
来
」
ま
で
を
書
写
し
た
行
間
に

『撰
時
抄
』
の
一
部
分
を
引
き
、
ま
た
余
白
に
涅
槃
経
等
の
文
、
『南
条
兵
衛
七
郎
殿
御
書
』
の
一
節
、

国
神
に
つ
い
て
の
断
片
的
覚
え
書
き
、
等
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『守
護
国
家
論
』
は
、
明
治
八
年
ま
で
身
延
山
に
真
蹟
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
が
、
『昭
和
定
本
国
蓮
聖
人
遺
文
』
収
録
の
底

本
に
は
、
題
名
の
次
に
撰
者
名
が
み
ら
れ
な
い
。
然
る
に
、
本
抄
上
巻
の
冒
頭
に
引
か
れ
た
所
で
は

守
護
国
家
論
　
繹
子
日
蓮

と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
撰
者
名
等
に
関
し
て
は
、
『日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
歴
史
編
』
で
は
言
及
が
な
く
、
『録
内
啓
蒙
』
を
は
じ
め
、
近
代

の
講
義
本
で
も
ふ
れ
る
所
が
な
い
が
、
管
見
に
お
い
て
、
弘
経
寺
日
健

『御
書
抄
』
の
み
言
及
が
あ
り

次
釈

庫
）日
蓮
卜
遊
ス
釈
氏

ハ
四
姓
出
家
同

一
釈
氏
心
也
一√
０
）

と
い
っ
て
い
る
。
日
法
師
所
写
本
の
底
本
の
具
体
的
事
実
は
不
明
で
あ
る
が
、
遺
文
に
付
せ
ら
れ
た
撰
者
名
に
冠
せ
ら
れ
た
表
現
の
仕
方

が
、
日
蓮
聖
人
教
学
の
内
容
と
の
関
わ
り
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
唾
ヽ
今
の
記
事
は
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
お

「釈
子
日

蓮
」
の
署
名
は
、
周
知
の
如
く

『撰
時
抄
』
と
同

一
で
あ
る
。
日
法
師
所
見
の

『守
護
国
家
論
』
に

「釈
子
日
蓮
」
と
あ
っ
た
と
し
て
、

身
延
曽
存
の
真
蹟
本
に
は
何
故
に
そ
れ
が
無
い
の
か
は
不
明
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
自
蓮
日
興
師
所
写
の

『立
正
安
国
論
』
に
は

日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
述
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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「天
台
沙
門
日
蓮
勘
之
」
と
あ
る
が
、
他
の
現
存
真
蹟
本
に
は
な
い
こ
と
も
想
起
さ
れ
る
。
た
だ
、
確
実
な
遺
文
に
み
え
る
署
名
の
変
化

は
、
聖
人
の
自
覚
の
あ
り
方
を
示
す
も
の
と
解
釈
で
き
る
蓋
然
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
と
思
わ
れ
、
そ
う
で
あ
れ
ば

『撰
時

抄
』
の
署
名
と
同
様
で
あ
っ
て
も
内
容
的
に
変
化
が
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
ず
、
そ
の
場
合
、
『守
護
国
家
論
』
の

「釈
子
」
は
、
阿

弥
陀
仏
に
対
す
る
釈
迦
牟
尼
佛
を
意
識
し
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
か
。

４
、
引
用
書
に
つ
い
て

本
抄
上
巻
は
未
刊
で
あ
る
が
、
大
部
分
が
宗
祖
遺
文
の
引
用
で
あ
る
。
そ
こ
で
便
宜
上
、
本
抄
上
下
巻
の
引
用
書
を
概
観
し
て
お
く
と

次
の
よ
う
で
あ
る
。

但
し
、
未
詳
の
文
も
少
し
く
存
す
る
の
で
、
現
在
管
見
の
限
り
で
あ
る
こ
と
と
、
重
複
書
は
省
い
て
あ
る
こ
と
を
付
記
し
た
い
。
な
お
、

遺
文
名
の
下
の

（　
）
の
中
は
真
蹟
の
現
存
状
況
等
に
つ
い
て
注
意
さ
れ
る
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
ａ
）
日
蓮
遺
文

（番
号

・
名
称
は
定
遺
に
よ
る
）

（定
遺
番
号
）
　

（名
　
　
　
称
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（上
巻
引
用
）

一
五
　
　
守
護
国
家
論

（身
延
、
曽
真
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

三
八
　
　
南
条
兵
衛
七
郎
殿
御
書

（動
乍
員
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

九
八
　
　
開
目
抄

（身
延
、
曽
真
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

一
一
八
　
　
観
心
本
尊
抄

（中
山
、
真
存
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

一
二
七
　
　
波
木
井
二
郎
殿
御
返
事

（重
須
、
日
興
本
）　
　
　
　
　
　
○

（下
巻
引
用
）

○  ○



法
華
行
者
値
難
事

（中
山
、
真
存
）

法
華
取
要
抄

（都
、・韻
き

曽
谷
入
道
殿
許
御
書

（紳
梨
顛
芋
光
量
、
日法
じ

兄
弟
抄

（倒
■
ｒ
課
）

撰
時
抄

（颯
堅
鎮
静
曽
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

宝
軽
法
重
事

（大
石
寺
、
真
存
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

四
条
金
吾
釈
迦
仏
供
養
事

（嫡
零
曽
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

報
恩
抄

（晰
廂
ち
延、
宣
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

下
山
抄

（鰤
顕
亀
♂
相
澄
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

三
沢
抄

（重
須
、
日
興
本
）

富
木
入
道
殿
御
返
事

（治
病
抄
）
（中
山
、
真
存
）

本
尊
問
答
抄

（重
須
、
日
興
本
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

富
木
入
道
殿
御
返
事

（稟
権
出
界
抄
）
（中
山
、
真
存
）

諫
暁
八
幡
抄

（詮
持
ｒ顛
ご

（全
十
九
書
）
　
　
　
　
　
，　
　
　
　
　
　
　
　
　
（十
四
書
）

日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
逃
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―

九 一 〇 九 七 四 三 二 一 八 七 七 四 四
五 〇 七 四 五 七 三 〇 七 一 四 〇 五 〇

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○

（十

一
書
）

真
存
＝
現
在
、真
蹟
存
在

曽
真
＝
曽
て
真
蹟
が
存
在

断
真
＝
現
在
、真
蹟
断
簡
が
存
在



日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
逃
相
違
』

（ｂ
）
経
論法

華
経

涅
槃
経

大
智
度
論

（
ｃ
）
天
台
三
大
部
本
未
等

法
華
玄
義

法
華
文
句

摩
訂
止
観

玄
義
釈
螢

文
句
記

止
観
弘
決

輔
正
記

五
百
問
論

（ｄ
）
そ
の
他

守
護
国
界
章

法
華
秀
句

援
決
集

を

め
ぐ

っ
て
―

（上
巻
）

○○○
（上
巻
）

○○○○○○○○
（上
巻
）

○○

（下
巻
）

○
（下
巻
）

○○
（下
巻
）

○ ○ ○ ○



義
決

山
門
申
状

（山
門
奏
状
）

貞
永
式
目

和
漢
朗
詠
集

○

以
上
の
外
、
若
千
の
現
在
出
典
不
明
の
引
用
と

「私
云
」
等
の
日
法
師
の
私
見
と
思
わ
れ
る
僅
か
の
記
事
を
加
え
て
、
本
抄
は
構
成
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
抄
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
既
に
本
抄
上
巻
は
宗
全
本
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
抄
は
日
法
師
が
、
「本

述
の
相
違
」
に
つ
い
て
考
え
る
為
に
集
め
た
要
文
抜
き
書
き
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
述
の
、
ど
の
部
分
に
注
意
し
て
い
る
か
は
知
ら
れ

て
も
、
要
文
の

一
々
に
つ
い
て
の
日
法
師
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
後
述
の
如
き
断
片
的
な
見
解
が
記
さ
れ
て
い
る

の
み
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
宗
全
本
は
活
字
化
に
際
し
、
日
蓮
遺
文
の
引
用
の
場
合
、
そ
の
中
間
を
宗
全
の
編
者
の
考
え
で
省
略
し
て
あ

る
こ
と
が
多
い
の
は
問
題
を
残
し
た
と
い
え
よ
う
。
無
論
、
『縮
刷
日
蓮
聖
人
御
遺
文
』
の
頁
数
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
引
用
箇
所
の
内

容
は

一
往
理
解
が
で
き
る
わ
け
で
は
あ
る
が
、
日
法
師
が
参
照
し
た
遺
文
に
つ
い
て
、
現
存
真
蹟
遺
文
等
と
対
照
す
る
必
要
の
あ
る
場
合

も
あ
り
、
そ
の
時
は
刊
本
だ
け
で
は
不
充
分
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

５
、
引
用
書
に
つ
い
て
注
意
さ
れ
る
こ
と

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
便
宜
上
、
項
目
を
分
っ
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

①
日
蓮
遺
文
の
名
称
に
つ
い
て

日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
述
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―

○ ○ ○
（引
用
巻
）

一ハ
一一一



日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
述
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―

本
尊
開
眼
御
書

　
　
（数
雷
〓
一〇
、
四
条
金
吾
釈
迦
仏
供
養
事
）　
　
　
　
　
　
　
上

本
尊
問
答
　
　
　
　
（
〃
三
〇
七
、
本
尊
間
答
抄
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上

法
花
取
要
　
　
　
　
（
〃
一
四
五
、
法
華
取
要
抄
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上

観
心
本
尊
抄
　
　
　
（
〃
一
一
八
、
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄
）　
　
　
上

西
山
消
　
　
　
　
　
（
〃
二

一
七
、
宝
軽
法
重
事
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上

南
部
六
郎
二
郎
御
消

（
〃
一
二
七
、
波
木
井
三
郎
殿
御
返
事
）　
　
　
　
　
　
　
　
上

法
花
行
者
逢
難
事

　

（
〃
一
四
〇
、
法
華
行
者
値
難
事
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
上

大
田
抄
　
　
　
　
　
（
〃
一
七
〇
、
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
下

稟
権
出
界
抄
　
　
　
（
〃
三

一
〇
、
富
木
入
道
殿
御
返
事
）
　
　
　
　
　
　
　
　
下

三
沢
消
　
　
　
　
　
（
〃
二
七
五
、
三
沢
抄
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下

兄
弟
消
　
　
　
　
　
（〃
一
七
四
、
兄
弟
抄
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下

治
病
大
小
権
実
違
目

（〃
二
九
四
、
富
木
入
道
殿
御
返
事
）　
　
　
　
　
　
　
　
下

以
上
は
、
今
日

『昭
和
定
本
国
蓮
聖
人
遺
文
』
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
や
ゝ
異
る
名
称
で
あ
る
。（‐４
）

ど
は
、
今
日
で
も
普
通
に
用
い
ら
れ
る
略
称
で
あ
る
が
、
既
に
富
木
日
常
師
も

『観
心
本
尊
抄
御
副
状
』

と
し
て
共
通
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で

『三
沢
消
』
な
ど
の
用
例
は
、
日
法
師
筆

『四
信
五
品
抄
』
（光
長
寺
蔵
）
の
第

一
紙
中
に
も

『美
作
消
』
『大
覚
二
郎
消
』

な
ど
と
み
え
る
も
の
で
、
「消
息
」
を
略
し
て

「消
」
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

六

四

も
っ
と
も

『観
心
本
尊
抄
』
な

と
用
い
て
お
り
、
自
然
な
略
称



②
日
法
師
所
引
日
蓮
遺
文
の
底
本

日
法
師
引
用
の
日
蓮
遺
文
十
九
書
は
、
当
然
な
が
ら
今
の
時
点
で
、
す
べ
て
真
蹟
現
存
、
ま
た
は
曽
て
真
蹟
の
存
在
し
た
こ
と
が
確
実

な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
日
法
師
が
書
写
し
た
遺
文
の
う
ち

『治
病
大
小
権
実
違
目
』
の
名
称
は
、
明
ら
か
に
富
木
日
常
師
の
命
名
す
る

所
に
従

っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
重
要
遺
文
が
既
に
日
法
師
の
手
許
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
宗
祖
の
直
弟
に
お
い
て
、
こ
れ
ら

の
遺
文
が
共
通
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
は
、
直
弟
と
し
て
も
、
宗
祖
の
直
接
の
教
示
と
併
せ

て
、
遺
文
に
よ
っ
て
宗
祖
の
教
学
思
想
を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
本
抄

『本
逃
相
」♂

は
、
ま
さ
に
そ
の

よ
う
な
問
題
意
識
に
よ
っ
て
産
ま
れ
た
文
献
で
あ
ろ
う
。

更
に
日
法
師
引
用
の
十
九
書
の
う
ち
、
現
在
の
所
蔵
か
ら
み
て
、
富
士
門
流
と
関
わ
り
が
深
い
こ
と
は
、
日
法
師
の
当
初
の
法
系
を
考

え
る
時
、
当
然
と
言
え
る
が
、
定
遺
の
注
記
を
信
ず
る
な
ら
ば
、
日
法
師
所
引
の

『報
恩
抄
』
は
、
日
舜
所
写
本
に
非
常
に
近
い
よ
う
で

あ
る
。

な
お
、
異
本
で
校
合
し
た
形
跡
も
あ
る
が
、
日
法
師
自
身
に
よ
る
も
の
か
否
か
、
更
め
て
検
討
を
要
す
る
所
で
あ
る
。
し
か
し

『報
恩

抄
』
研
究
の
上
で
は
注
意
す
べ
き
こ
と
と
い
え
よ
勁
。

③

『本
尊
抄
』
の
本
文
と
読
み
に
つ
い
て

本
抄
に
お
い
て
は

『本
尊
抄
』
を
引
く
こ
と
が
多
い
が

夫
始
自
寂
滅
道
場
華
蔵
世
界

（雄
砒
覧
Ｊ

～
彼

一
品
二
半
此
但
題
目
五
字
也

（碇
薇
唯
吾
）

所
詮
述
化
他
方
大
菩
薩
等

（議
嘔
砒
覧
Ｊ

～
以
法
是
久
成
法
故
付
久
成
之
人
等
云
云

（載
繊
壁
舎
）

日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
述
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―

六
五



日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
述
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一全
ハ

本
門
四
依
地
涌
千
界

（栽
籠
上
査
）
～
不
授
与
述
化
何
況
他
方
乎

（載
徹
唯
書
）

又
云
又
以
述
門
示
前
之
意
論
之
教
主

（峨
酪
書
）
～

一
身

一
念
遍
於
法
界

（雄
薇
唯
吾
）
昴
れ
赫
呻
に）

又
云
例
如
在
世
前
四
味

（償
徹
唯
九
ｊ

～
教
主
釈
尊
初
発
心
弟
子
也

（綻
襲
徹
「
ｊ

又
云
末
法
初
～
弘
持
正
法

（慣
載
比
航
雪

佛
起
大
慈
悲
～
不
異
者
也

（栽
対
圭
。
ｊ

等
の
文
が
、
下
巻
最
初
に
近
い
所
に
み
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば

『本
尊
抄
』
本
文
の
中
ほ
ど
か
ら
終
り
に
か
け
て
の
文
章
が
、
か
な
り
の

部
分
引
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
当
然
な
が
ら
原
文
に
忠
実
な
書
写
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
な
か

で
も
後
世

「四
十
余
年
」
と
写
さ
れ
る
こ
と
の
多
い

「五
十
余
年
」
が
、
三
箇
所
と
も
正
し
く
引
か
れ
て
い
る
。
但
し

如
是
本
尊
在
世
五
十
余
年
無
之
八
年
之
間
但
限
八
品

四

の
部
分
が
注
意
さ
れ
る
が
、
こ
の

「
ヒ
」
「
四
」
は
日
法
師
の
筆
と
は
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
文
の
異
同
が
注
意
さ
れ
る
と
こ
ろ
は

本
門
四
依
地
涌
千
界
末
法
始
必
可
出
現

と
、
真
蹟
に
な
い

「本
門
四
依
」
が
、
本
文
と
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
が
由
来
は
不
明
で
あ
る
が
、
古

い
例
と
言
え
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
現
在
の

『昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
が

『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
縮
刷
』
に
従
う
形
で

「
四
本
門
四
依
」
の
五
字
を
付

加
し
て
読
ん
で
い
る
の
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

ま
た



営
知
此
四
菩
薩
現
　
折
伏
一時
成
賢
王
誠
責
愚
王
行
摂
受
時
成
聖
僧
弘
持
正
法
・

と
あ
る
「成
聖
僧
」
は
、
本
尊
抄
の
真
蹟
で
は

「成
僧
っ
で
あ
る
。
こ
れ
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
日
法
師
が

「成

聖
僧
」
と
解
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
興
味
深
い
こ
と
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
本
文
に
付
せ
ら
れ
た
テ
ニ
ヲ
ハ
に
つ
い
て

一
、
二
注
意
さ
れ
る
所
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、
果
し
て
日
法
師

の
付
し
た
も
の
か
、
後
世
に
加
え
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
も
あ
る
が
、　
一
往
、
日
法
師
の
付
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
箇
所
に
つ
い
て
列
挙
す
る
こ
と
と
す
る
。
す
な
わ
ち

今
本
時
姿
婆
世
界
離
三
災
出
四
劫
一常
住
浄
土
ナリ仏
既
過
去
不
滅
未
来
不
生

り所
化
以
同
体

り此
即
己
心
三
千
具
足
三
種
世
間
也

は
、
い
わ
ゆ
る
本
門
法
体
の
四
十
五
字

（四
十
五
字
法
体
段
）
で
あ
る
が
、
現
在
ふ
つ
う
に
読
ま
れ
て
い
る
仕
方
と
少
し
異

っ
て
い
る
。

ま
た

其
本
尊
為
体
本
師
婆
婆
上
宝
塔
居
空
塔
中
妙
法
蓮
華
経
左
右
釈
迦
牟
尼
仏
多
宝
仏
釈
尊
脇
士
上
行
等
四
菩
薩
文
殊
弥
勒
等
四
菩
薩
春

属
居
末
座
・

で
は
、
今
の
定
遺
が

「塔
中
妙
法
蓮
華
経
左
右
釈
迦
牟
尼
仏
・多
宝
仏
　
釈
尊
脇
士
上
行
等
四
菩
薩
　
文
殊
弥
勒
等
四
菩
薩
春
属

テ居
シ
ニ末

座
こ

と
読
む
の
に
対
し
て
、
「塔
中
妙
法
蓮
華
経
」
と
読
ん
だ
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
文
殊

ｏ
弥
勤
等
を
上
行
等
の
四
菩
薩
の
春
属
と
す

る
意
に
読
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

④
そ
の
他

本
抄
下
巻
の
冒
頭
で

『開
目
抄
』
を
引
く
と
き

日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
述
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―

六
七



六
八

日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
逃
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―

双
林
最
後

て，大
涅
槃
経
四
十
巻
其
外
唯
花
前
後
諸
大
乗
経
皆
無

一
字

一
句
・法
身
説

無
始
無
終
で

報
応
二
身
顕
本
困
説
ｌ
…
・

等
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
定
遺
で
は

「応
身
報
身
顕
本
」
等
と
な
っ
て
い
る
所
で
、
意
味
に
お
い
て
は
異
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
本
抄
上
巻

一
七
ヲ
に
引
く

『波
木
井
二
郎
殿
御
返
事
』
の
な
か
で
、
定
遺
の
注
記
に
よ
れ
ば
、
興
師
本
に
十
字
分
欠
落
が
あ
る
と

さ
れ
る
箇
所
が
、
本
抄
所
引
で
も
抜
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
但
し
こ
の
部
分
は
本
紙
欠
損
の
箇
所
で
、
前
後
の
分
量
を
推
測
し
て

の
こ
と
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
見
方
が
正
し
け
れ
ば
、
日
法
師
所
写
の

『波
木
井
書
』
の
底
本
は
白
蓮
日
興
師
所
持
本
、
あ
る
い
は
そ
の

転
写
本
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

６
、
本
抄
の
主
張
と
問
題
点

本
抄
に
は

「私
云
」
な
ど
の
形
で
、
日
法
師
の
私
見
と
み
ら
れ
る
も
の
が
、
僅
か
な
が
ら
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
今
、
そ
れ
を
手
懸
り

と
し
な
が
ら
、
少
し
く
本
抄
の
意
味
す
る
所
を
考
え
て
み
た
い
。

①
題
号
に
つ
い
て

先
述
の
よ
う
に
、
本
抄
の
題
号
は

「本
述
相
違
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
日
法
師
自
ら
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
抄
作
製
の
意

図
は
、
本
と
述
と
の
ち
が
い
を
考
え
る
為
の
判
断
の
材
料
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
異
論
が
な
か
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
一一苧
つ
所
の
「本

述
」
が
何
を
意
味
し
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
相
違
す
る
と
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宗
祖
直
弟
に
は
資
料
が

少
な
く
、
ま
た
論
者
に
よ
っ
て
文
献
の
評
価
の
分
れ
る
場
合
も
あ
り
、
こ
の
点
で
確
実
に
日
法
師
の
筆
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
本
抄
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
意
義
は
大
き
い
上
に
、
題
号
に
日
法
師
の
興
味
の
あ
る
所
が
示
さ
れ
て
い
る
点
は
、
必
ず
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
で



あ
ろ
う
。

②
本
抄
に
み
ら
れ
る

「私
云
」
等
の
文

本
抄
上
巻

Ａ
、
第
二
紙
ヲ

（未
刊
部
分
）

目
―
一
―
困
国
大
神
八
幡
大
菩
薩
述
門
教
付
余
絶
正
像
守
護
神
回

日
日
困
国
大
神
八
幡
大
菩
薩
付
二本
門
法
門
一末
法
一
万
年
守
護
神
□

―‐
―‐
―‐
□
』
巳
輔織
ヌそ取
凡
縣
知
欄
だ
幡
大
菩
薩モ絶
鴎
有
レ可
守
護ス

ー‐
―‐
―‐
□
□
寿
量
品
ヲ
可
守
護
一天
照
大
神
八
幡
大
菩
薩
′、
日
――
――
叫
巳
可
立
一不
然
口
」
日
□
神
口
‐‐
‐‐
――

こ
れ
は
、
国
神
と
本
逃
両
門
と
の
関
係
を
考
察
し
た
も
の
ら
し
い
が
、
残
念
な
が
ら
欠
損
が
あ
り
、
意
味
不
明
で
あ
る
。

Ｂ
、
第
五
紙
ヲ

（宗
全

一
二
九
頁
）

私
云
本
逃
雖
殊
不
思
議

一
或
二
門
之
体
両
処
不
殊
等
自
本
門
開
逃
一意
也
。
）

こ
れ
は
、
台
家
の
本
述
観
に
対
す
る
日
法
師
の
み
か
た
で
あ
り
、
本
門

・
逃
門
を
能
開

・
所
開
の
関
係
で
捉
え
て
い
る
。
故
に
、
本
門
の

開
会
に
よ
っ
て

「不
思
議

一
」
で
あ
り
、
そ
の
体
が

「不
殊
」
で
あ
る
と
い
う
本
門
為
勝
の
考
え
方
と
み
ら
れ
、
天
台

・
妙
楽
の
原
意
と

は
異
な
る
解
釈
と
な
っ
て
い
る
。

本
抄
下
巻

（未
刊
分
）

Ｃ
、
第
九
紙
ヲ

国

発
述
顕
本
之
後
ノ、寿
二里
口叶
弘
ョト
正
天
ムロ
妙
楽
釈
給
り
Ｉ

如
是
□
寿
旦里
口叩
方
便
口田
け
テ
読
ム者
ｌ

本
門
誹
謗
可
有
大
罪

日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
述
相
違
」
を
め
ぐ
っ
て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・́．ハ
九



日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
述
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―

七
〇

也
こ
れ
は

『開
目
抄
』
の

「不
知
寿
量
品
・諸
宗
者
畜
同
不
知
恩
者
也
」
等
の
文
に
続
い
て
、
妙
楽
の

『五
百
問
論
』
中
の

「
一
代
教
中
未
曽

顕
遠
父
母
之
寿
」、
疏
の
九
の

「是
我
弟
子
応
弘
我
法
」、
記
の
九

「子
弘
父
法
」
等
の
文
を
引
き
、
そ
の
あ
と
に
示
さ
れ
た
も
の
で
、
先

の
引
用
文
よ
り
五
字
程
低
い
位
置
に
書
か
れ
て
い
る
。
途
中
に
欠
損
部
分
が
あ
り
明
確
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
こ
れ
は
述
門
不
読
論
の

よ
う
で
あ
る
。
も
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
天
目
の
影
響
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
「
し
か
し
ヽ
株
橋
日
涌
先
生
の
御
指
摘
の
よ
う

に
、
日
法
師
の
本
述
は
、
単
に
一
経
の
上
の
本
逃
二
門
の
間
の
議
論
で
は
な
く
、
本
地

・
述
中
相
対
の
事
の
本
逃
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

方
便

・
寿
量
二
品
を
同
価
値

（
一
致
）
と
み
て
あ
わ
せ
読
む
こ
と
の
批
判
で
あ
り
、
読
誦
そ
の
も
の
の
否
定
で
は
な
い
と
解
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
し
か
し
、
他
に
徴
す
る
も
の
が
な
い
現
状
で
は
、
未
詳
と
す
る
外
は
な
い
。

Ｄ
、
第
十

一
紙
ウ

出
現
上
行
等
聖
人
本
門
之
法
門
建
立
也

一
四
天
下
四
海

一
同
妙
法
蓮
華
経
広
宣
流
布
無
疑
者
文
付
善
付
悪
棄
法
華
経
Ｌ
云

「開
目
抄
下
云
」
の
下
に
、
小
字
で
三
行
に
記
す
。
上
巻
第

一
四
ウ

『報
恩
抄
』
、
同

一
五
ヲ

『本
尊
抄
』
『法
華
行
者
値
難
事
』
は
、
い

ず
れ
も
、
法
華
経
弘
通
の
三
国
三
師

（釈
尊

・
天
台

・
伝
教
）
に
言
及
し
た
文
で
あ
り
、
同

一
六
ヲ

『報
恩
抄
』
も
三
秘
と
宗
祖
の
師
自

覚
を
述
べ
た
箇
所
で
あ
り
、
同

一
七
ヲ

『波
木
井
三
郎
殿
御
返
事
』
、
同

一
七
ウ

『法
華
取
要
抄
』
、
同

一
八
ウ

『曽
谷
入
道
殿
許
御
書
』、

同
二

一
ヲ

『法
華
行
者
値
難
事
』
『下
山
抄
』
は
上
行
付
嘱
関
連
の
文
で
あ
り
、
同
三
二
ヲ

『本
尊
抄
』
は
本
門
の
四
依
の
末
法
弘
経
の
要

文
で
あ
る
。

ま
た
下
巻
ニ
ウ

『曽
谷
入
道
殿
許
御
書
』
は
付
嘱
、
同
三
ヲ

『本
尊
抄
』
は
本
門
八
品
付
嘱
、
同
五
ヲ

『本
尊
抄
』
は
寿
量
品
の
い
わ

ゆ
る
良
薬
付
嘱
と
本
門
の
四
依
、
同
六
ヲ

『本
尊
抄
』
は
地
涌
の
菩
薩
の
末
法
必
現
、
同
九
ヲ

『下
山
抄
』
は
上
行
付
嘱
と
滅
後
の
弘
経



に
つ
い
て
の
要
文
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
抄
に
引
用
さ
れ
た
宗
祖
遺
文
の
大
部
分
は
、
上
行
付
嘱
の
教
義
に
基
い
て
、
宗
祖
が
末
法
に
本
門
を
弘
通
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
の
確
認
の
為
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
そ
れ
は
後
述
の
如
く
、
逃
化
天
台
と
の
対
照
に
お
い
て
、
本
述
の
異
と

関
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

Ｅ
、　
一
六
ヲ

抑
天
台
妙
楽
伝
教
大
師
道
遂
等
猶
破
述
門
為
本
門
極
理
何
況
口
日
固
□
再
誕
日
蓮
大
聖
人
述
門
得
道
可
弘
之
乎

こ
こ
で
は
、
天
台

・
妙
楽

・
伝
教

・
道
遂
も
猶
を
述
門
を
破
し
て
本
門
を
極
理
と
し
た
と
あ
り
、
本

・
述
の
理
の
勝
劣
を
問
題
に
し
て

い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
言
う
ま
で
も
な
く

『本
尊
抄
』
に
は

ノ
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
シ
テ
　
テ
　
　
　
　
フ
　
　
シ
　
　
ト
　
テ
　
　
　
　
フ
　
　
シ
テ
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
リ
　
　
　
フ
　
（３‐
）

像
法
中
末
観
音
薬
王
等
示
二現
南
岳
天
台
等

一
出
現

以
二述
門
・為
レ面
以
二本
門
一為
レ裏
百
界
千
如

一
念
三
千
尽
二其
義
・

と
あ
る
故
に
、
こ
れ
は
像
法
天
台
の
立
場
と
し
て
で
は
な
く
、
例
せ
ば

『報
恩
抄
』
に

さ
れ
ば
内
証
は
同
け
れ
ど
も
、
法
の
流
布
は
迦
葉
阿
難
よ
り
も
馬
鳴
龍
樹
等
は
す
ぐ
れ
、
馬
鳴
等
よ
り
も
天
台
は
す
ぐ
れ
、
天
台
よ

ェ
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
（３２
）

り
も
伝
教
は
超
さ
せ
給
た
り
。

と
あ
る
、
内
証
の
意
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
末
法
日
蓮
の
立
場
を
強
調
し
た
言
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
沢
上
行
菩
薩
）

再
誕
日
蓮
大
聖
人
」
の
語
で
あ
り
、
逃
門
無
得
道
の
表
明
で
あ
る
。

『頼
基
陳
状
』
に

日
蓮
聖
人
は
御
経
に
と
か
れ
て
ま
し
ま
す
が
如
く
ば
、
久
成
如
来
の
御
使
、
上
行
菩
薩
の
垂
逃
、
法
華
本
門
の
行
者
、
五
五
百
歳
の

大
導
師
に
て
御
座
候
聖
人
…
…

日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
逃
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

一



日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
逃
相
違
』
を
め
ぐ

っ
て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

と
あ
る
の
は
、
こ
れ
に
重
ね
あ
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
更
に
そ
れ
を

一
歩
進
め
て
、
宗
祖
を
崇
め
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
日
法

聖
人
文
献
中
に
は
、
宗
祖
に
つ
い
て

「聖
人
」
「大
聖
人
」
の
両
様
が
み
ら
れ
る
が
、
『御
法
門
御
聞
書
』
中
に
は
、
「聖
人
」
に
対
し
て
、

あ
と
か
ら

「大
」
を
加
え
た
箇
所
が
あ
る
。
日
法
師
の
筆
で
あ
る
か
否
か
問
題
と
な
る
が
、
如
上
の
文
例
か
ら
推
す
と
、
日
法
師
自
身
の

書
き
込
み
と
み
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

Ｆ
、　
一
七
ウ

日
蓮
大
聖
人
口
日
本
述
之
問
答
　
毎
度
依
法
不
依
人
若
善
比
丘
見
壊
法
者
讐
如
王
使
我
不
愛
身
命
等
可
引
又
可
別
知
教
機
時

（国
）

教
法
流
布
前
後
紋

こ
れ
は
非
常
に
興
味
深
い
一
節
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
宗
祖
は
困
□
本
述
の
問
答
に
は
、
毎
度
、
涅
槃
経
の
「依
レ法
不
レ依
レ人
」
等
の
法
四

依
の
文
、
「若
善
比
丘
　
見
二壊
レ法
者
一置
不
二呵
責
駆
遺
挙
処
・
当
レ知
是
人
仏
法
中
怨
」
等
の
文
、
「讐
如
下
王
使
善
能
談
論
巧
二
於
方

便
一奉
夫
叩
他
国
・寧
喪
二
身
命
・終
不
レ匿
中
王
所
説
言
教
と

等
の
文
、
法
華
経
勧
持
品
の

「我
不
レ愛
二身
命
一但
惜
・猛
（上
道
こ

の
文
、
等

を
引
く
べ
き
で
あ
り
、
別
し
て
は
教
機
時
国
教
法
流
布
の
前
後
、
の
い
わ
ゆ
る
五
義

（五
知
判
）
を
知
る
べ
き
で
あ
る
と
教
示
さ
れ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
「本
逃
」
の
上
の
語

（恐
ら
く
二
字
）
が
、
ほ
と
ん
ど
欠
損
し
て
い
る
為
に
読
め
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
こ
の
箇
所

は
、
日
法
師
の
本
述
観
に
つ
い
て
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
第

一
は
、
宗
祖
遺
文
に
お
い
て
、
本
述
の
問
題
は
文
永
八
年

（
一
二
七

一
）
頃
よ
り
顕
著
と
な
り
、
特
に
佐
渡
法
難
以
降
に
明
確

に
顕
説
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
釈
尊
の
教
法
に
対
す
る
基
本
姿
勢
は
、
佐
前
よ
り

一
貫
し
て
お
り
、
今
の
引
用
文
に
似
た
文
例
は

『教

機
時
国
抄
』
に
み
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
同
抄
で
は
、
教
機
時
国
教
法
流
布
の
前
後
の
五
義
の
内
容
を
そ
れ
´
ヽ
に
概
説
し
、
続
い
て
、
五

義
を
知
る
と
い
う
こ
と
の
具
体
例
を
あ
ら
た
め
て

一
々
に
示
し
、
末
尾
に
「日
蓮
勘
二
仏
語
実
否
≡
一類
敵
人
有
レ之
、
隠
レ
之
非
二法
華
経



行
者
一顕
ゅ
ハ之
ヲ身
命
定

テ喪

ン軟
」
と
述
べ
、
法
華
経
の

「而
此
経
者
如
来
現
在

．スラ猶
多
二怨
嫉
こ

「
一
切
世
間
多
怨
難
信
」
「我
不
愛
身

〈ど

「不
自
惜
身
命
」
等
の
文
、
涅
槃
経
の

「讐
如
王
使
…
」
、
章
安
大
師
の
涅
槃
経
疏
の

「死
身
弘
法
」
等
の
文
を
列
挙
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
権
実

ｏ
本
述
と
い
う
如
き

「知
教
」
の
問
題
も
、
五
義
と
密
接
な
関
わ
り
を
も
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
は
、
今
の

『教
機
時
国
抄
』
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
「知
教
」
と
は
、
現
実
に
は
三
類
の
敵
人
に
よ
る
難
を
蒙
る
こ
と
に
外
な

ら
な
い
の
で
、
教
の
内
容
が
真
実
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
厳
し
く
受
け
る
と
の
認
識
で
あ
り
、
即
ち

『富
木
入
道
殿
御
返
事
』
で
は

「
一
念

三
千
観
法
に
ニ
ッ
あ
り
。

一
．ハ理
、
二
．ハ事
な
り
。
天
台
伝
教
等
の
御
時
に
は
理
也
、
今
は
事
也
。
観
念
す
で
に
勝
る
故

．大
難
又
色
ま
さ

る
。
彼
は
述
門
の
一
念
三
千
、
此
は
本
門

一
念
三
千
也
。
天
地
は
る
か
に
殊
也
こ
と
也
と
、
御
臨
経
の
御
時
は
御
心
へ
有
る
べ
く
候
。
」

と
あ

っ
て
、
本
門
の
教
に
よ
る
観
法

（本
門
の
一
念
三
千
、
事
の

一
念
三
千
）
の
実
際
を
示
さ
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
法
師

に
と
っ
て
、
本
逃
を
論
ず
る
こ
と
は
直
ち
に
折
伏
行
を
実
行
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
極
め
て
実
践
的
な
捉
え
方
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。

③

『山
門
奏
状
』
の
引
用
に
つ
い
て

日
法
師
の

『本
述
相
違
」
上
巻
第
八
紙
ウ
に
は
、
回
□
申
状

（『山
門
奏
状
し

が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は同
国
天
王
伝
教
大
師
昔
為
霊
山
之
聴
因
同
結
仏
乗
之
芳
縁
為
弘
円
宗
共
生
此
国
因
藪
天
皇
卜
都
城
於
叡
岳
之
坤

至
乃
両
朝
伝
法
於
万

里
誠
是
天
台
智
者
之
再
誕
薬
王
菩
薩
之
後
身
也

と
あ
る
も
の
で
、
他
の
部
分
よ
り
文
字
も
大
き
く
、
余
自
の
部
分
に
後
か
ら
書
き
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
既
に
報
告
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
同
じ
く
光
長
寺
蔵
の
日
蓮
聖
人
真
筆

『山
門
奏
状
「
の
第
八
紙
ヲ
と
第
七
紙
ヲ
よ
り
の
抜
書
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
献

日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
述
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
逃
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

の

一
節
が
、
何
故
に

『本
述
相
違
』
の
要
文
中
に
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
桓
武
天
皇
と
伝
教
大
師
が
、
霊
山
の

聴
衆
で
あ

っ
た
と
い
う
伝
承
は
、
日
蓮
門
下
に
お
い
て
両
様
に
利
用
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
日
像
師
は

『訴
状
』
に

桓
武
天
皇
伝
教
共
為
墓
工山
之
聴
衆
・黍
成
二
此
国
之
師
檀
一破
・一六
宗
之
邪
義
一弘
二

実
之
正
法
一天
皇
偏
凝
二叡
信
於
山
門
一大
師
専

致
二鎮
護
於
国
家
一加
レ之
破
二南
都
之
小
戒
一建
二北
嶺
之
戒
壇
一広
救
二
四
海
之
含
識
・遍
利
三

天
之
群
類
一自
ン爾
己
降
以
ン宗
名
二法
華
・

以
レ山
号
二天
台
一但
止
観
遮
那
之
顕
密
同
雖
レ在
二

山
一権
実
傍
正
優
劣
亦
非
レ無
二
差
別
・根
本
大
師
之
御
本
意
深
尋
レ之
宜
レ純
レ之

随
而
遠
訪
一
ハ異
域
一異
義
在
ン人
近
窺
一
ハ本
朝
一定
判
在
レ意
、
何

ヵ
是
何

ヵ非
、
若
伝
教
大
師
之
正
意
相
二叶
干
仏
意
一祖
師
聖
人
之
料

簡
符
入
ロ
ハ子
伝
教
・者
誰
人
蔑
二如
之
一何

ノイ呂ヵ軽
二賤

ンる
・
亀
一

と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
伝
説
を
利
用
し
て
、
法
華
経
が
日
本
に
広
ま
る
べ
き
深
い
縁
由
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
桓
武
天
皇
の
信
任
厚

か
っ
た
伝
教
大
師
と
日
蓮
聖
人
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
法
華
宗
を
京
都
に
弘
め
る
こ
と
の
正
当
性
の
根
拠
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

然
る
に

一
方
で
は

『法
華
宗
弘
通
抄
』
に

南
岳
天
台
等
之
観
音
薬
王
之
化
身
出
現
ァ弘
メ
ニ破
権
法
門
・被
レ残
二本
門
弘
通
）
ハ第
四
五
百
歳
名
二多
造
塔
寺
堅
固
一四
依
弘
経
大
士
寺

塔
建
立
時
節
也
。
…
…
第
五
五
百
歳
名
二闘
計
堅
固
・末
法

一
万
年
始
也
、
本
化
涌
出
大
聖
受
二如
来
付
嘱
・可
ン弘
二通

　

法
華
一時
節

也
。

と
あ
る
如
く
、
南
岳

・
天
台

（天
台
の
後
身
と
し
て
の
伝
教
も
）
は
、
霊
山
の
聴
衆
で
は
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
逃
化
の
菩
薩
の
化
身
で
あ

り
、
そ
れ
に
対
し
て
宗
祖
を
本
化
地
涌
の
菩
薩
の
垂
辺
と
し
て
、
末
法
の
時
代
に
本
門
を
弘
め
る
べ
き
資
格
者
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

『本
述
相
違
』
に

『山
門
奏
状
』
中
の

一
文
が
抜
き
書
き
さ
れ
た
理
由
に
は
、
恐
ら
く
以
上
の
両
義
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
す
な
わ
ち
、
本
抄
中
に
は
、
特
に
宗
祖
が
本
化
上
行
菩
薩
と

一
体
の
人
師
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



も

つ
と

も

、

逃
化
―
―

天
台
―
―

述
門

本
化
―
―

日
蓮
―
―

本
門

の
対
比
は
、
い
う
所
の
本
述
が
、
台

・
当
あ
る
い
は
像

・
末
の
対
照
に
す
ぎ
な
い
と
み
ら
れ
か
ね
ず
、
ま
た
本
抄
中
よ
り
顕
わ
に
知
ら
れ

る
所
は
、
そ
の
面
が
強
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
前
述
の
如
く
、
『御
法
門
御
聞
書
』中
の
文
な
ど
を
参
照
す
れ
ば
、
そ
れ
の
み
で
は
な

い
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

日
法
師
に
と
っ
て
、
宗
祖
が
本
化
上
行
菩
薩
の
生
ま
れ
替
わ
り
と
信
ず
る
こ
と
が
、
宗
祖
が
本
門
正
意
を
強
調
し

「述
門
無
得
道
」
を

説
か
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
よ
り
強
い
認
識
を
持
つ
に
至
ら
し
め
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は
、
日
法
師
の
釈
尊
観
や
本
尊
観
に

も
つ
ら
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
上
行
要
付

（上
行
付
嘱
）
の
教
義

へ
の
強
い
関
心
で
あ
る
。

７
、
『八
品
所
顕
証
文
』
に
つ
い
て

（
４７

）

既
に
紹
介
さ
れ
た
所
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
譲
る
と
し
て
、
内
容
の
考

日
法
師
筆

『八
品
所
顕
証
文
』
に
つ
い
て
の
書
誌
的
事
情
は
、

察
の
為
に
本
文
を
記
し
て
お
く
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

□
起
本
尊
事
　
尺
迦
仏
法
花
経
行
者
言
事
報
恩
抄
上
ア
リ

本
尊
間
答
云
尺
迦
多
宝
十
方
諸
仏
御
本
尊

法
花
経
正
意
也

□

起
本
尊
者
踊
出
初
自
《
時
尺
迦
牟
尼
仏
告
弥

日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
述
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―

七
五



日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
述
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

□
菩
薩
至
嘱
累
品
聞
仏
所
説
皆
大
歓
在
・七
品
二
半

Ｈ
□
三
世
仏
菩
薩
舎
利
弗
目
連
迦
葉
阿
難
等
梵
尺
四
天

日
□
衆
星
龍
神
八
部
第
六
天
魔
王
修
羅
十
羅
刹
女

□
子
母
神
等
妙
法
蓮
花
経
五
字
秘
法
恭
敬
合
掌
　
シ

□
法ヲ大
聖
人
図
書
置
給
ヘリ
此
即
縁
起
ノ次
第
也
如
何

国
字
題
目
　
尺
迦
多
宝
三
世
十
方
諸
如
来
如
是
恭
敬

以
上
、
短
文
で
、
し
か
も
完
結
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
を
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
こ
の
文
献
を
『本

述
相
違
』
の
中
に
多
く
み
ら
れ
る
上
行
要
付
の
教
義
で
照
射
す
る
こ
と
に
よ
り
、
幾
分
か
は
推
量
が
可
能
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ま
ず
、
標
題
は
、
本
文
中
に

「此
即
縁
起
次
第
也
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り

「縁
起
本
尊
事
」
と
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
後
述
の
よ
う
に

「七
品
二
半
」
と
い
う
耳
慣
れ
な
い
数
え
方
に
合
致
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
で
補
強
さ
れ
る
。

次
に
、
標
題
の
下
に
割
注
の
よ
う
に
引
か
れ
た

『報
恩
抄
』
『本
尊
問
答
抄
』
の
両
文
は
、
本
文
中
か
ら
も
頼
推
で
き
る
よ
う
に
、
題
目

本
尊
の
文
証
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
上
行
要
付
の
教
義
と
合
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
標
題
に
戻
る
と
、
い
ま
仮
に
私
見
の
如
く

「縁
起
本
尊
事
」
と
し
た
場
合
の
読
み
は
、
恐
ら
く

「本
尊
を
縁
起
す
る
こ
と
」
で
、

こ
の
場
合
の
縁
起
と
は
起
原

・
由
来

・
お
こ
り
、
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら

「本
尊
が
起
原
す
る
由
来

（本
尊
の
お
こ
り
）
に
つ
い
て
」
の

よ
う
な
意
味
で
は
な
か
ろ
う
か
。
標
題
の
下
に
注
さ
れ
た

『報
恩
抄
』
の
文
と
は

法
華
経

・
天
台

・
妙
楽

・
伝
教
の
経
釈
の
心
の
ご
と
く
な
ら
ば
、
今
日
本
国
に
は
法
華
経
の
行
者
は
一
人
も
な
き
ぞ
か
し
。
月
氏
に

は
教
主
釈
尊
、
宝
塔
品
に
し
て
、　
一
切
の
仏
を
あ
つ
め
さ
せ
給
て
大
地
の
上
に
居
せ
し
め
、
大
日
如
来
計
宝
塔
の
中
の
南
の
下
座
に



す

（居
）

へ
奉
て
、
教
主
釈
尊
は
北
の
上
座
に
つ
か
せ
給
。
此
の
大
日
如
来
は
大
日
経
胎
蔵
界
の
大
日

ｏ
全
剛
頂
経
金
剛
界
の
大
日

の
主
君
な
り
。
両
部
の
大
日
如
来
を
郎
従
等
定
た
る
多
宝
仏
の
上
座
に
教
主
釈
尊
居
せ
さ
せ
給
。
此
即
法
華
経
の
行
者
な
り
。
天
竺

か
く
の
ご
と
し
。

で
あ

っ
て
、
こ
の
前
に
引
か
れ
た
法
華
経
・法
華
秀
句

（法
華
玄
義
を
引
く
）
・依
憑
天
台
集
の
文
意
に
よ
れ
ば
、
法
華
経
を
最
第

一
と
す

る
こ
と
が
経
意
で
あ
り
、
そ
れ
を
体
現
し
て
教
主
釈
尊
が
最
上
座
に
あ

っ
た
こ
と
が
、
釈
尊
も
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
理
由
と
な
っ
て
い

る
。
次
の

『本
尊
間
答
抄
』
の
文
は

半
行
半
坐
三
味
に
は
二
あ
り
。　
一
に
は
方
等
経
七
仏
八
菩
薩
等
を
本
尊
と
す
。
彼
経
に
よ
る
。
二
に
は
法
華
経
釈
迦
多
宝
等
を
引
奉

れ
ど
も
、
法
華
三
味
を
以
て
案
　
に
法
華
経
を
本
尊
と
す
べ
し
。
不
空
三
蔵
法
華
儀
軌
は
宝
塔
品
の
文
に
よ
れ
り
。
此
は
法
華
経
の

教
主
を
本
尊
と
す
。
法
華
経
の
正
意
に
は
あ
ら
ず
。
上
に
挙
る
所
の
本
尊
は
釈
迦

・
多
宝

・
十
方
の
諸
仏
の
御
本
尊
法
華
経
の
行
者

の
正
意
也
。

と
い
う
も
の
で
、
法
華
経
の
題
目
を
本
尊
と
す
る
の
が
、
法
華
経
の
行
者
の
正
意
と
さ
れ
る
。
故
に
、
こ
の
両
抄
の
文
を
引
い
て
あ
る
こ

と
は
、
法
華
経
の
行
者
の
本
尊
と
し
て
、
題
目
を
示
す
意
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て

「縁
起
本
尊
事
」
と
読
み
得
る
な

ら
ば
、
法
華
経
の
題
目
が
、
ど
う
い
う
理
由
で
法
華
経
の
行
者
の
本
尊
と
な
る
の
か
、
が
主
題
と
み
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
七
品
二
半
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

本
尊
を
固
起
す
る
こ
と
は
、
踊

（＝
涌
）
出

（品
）
の
初

（す
な
わ
ち

「示
時
他
方
国
土
」
よ
り

「汝
等
自
当
因
是
得
聞
」
ま
で
）

と
、
「示
時
釈
迦
牟
尼
仏
告
弥
□
菩
薩
」
自
り
嘱
累
品
の

「聞
仏
所
説
皆
大
歓
喜
」
に
至
る
ま
で
と
の
七
品
二
半
な
り
。
…

等
と
読
め
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
品
と
し
て
は
本
門
八
品
で
あ
る
が
、
殊
更
に
涌
出
品
第
十
五
の
初
の
部
分
、
す
な
わ
ち
本
門
三
段

日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
述
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七



日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
述
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

の
序
分
を
別
出
し
た
理
由
は
、
如
来
神
力
品
に
お
け
る
地
涌
上
行

へ
の
別
付
嘱
の
直
接
の
発
端
が
、
今
の
涌
出
品
前
半
の
経
意
、
就
中
、

述
化

・
他
方
等
に
対
す
る
釈
尊
の

「不
須
汝
等
護
持
此
経
」
な
る
言
葉
に
よ
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
滅
後
末
法
の
衆
生
の
為
に
、

題
目
を
本
尊
と
す
べ
き
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
と
、
宗
祖
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
け
た
も
の
と
考
え
る
外
は
な
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
『本
尊
抄
』
に

自
二法
師
一己
下
五
品
経
文
前
後
水
火
也
。
宝
塔
品
末
云
、
以
二大
音
声
韮
星
Ｆ

四
衆
一誰
能
於
二此
娑
婆
国
土
一広
説
二　
　
妙
法
華
経
・

等
云
云
。
設
雖
レ為
二
教
主

一
仏
・将
二勧
　
　
之
一薬
王
等
大
菩
薩
梵
帝
日
月
四
天
等
可
レ重
レ
之
処
多
宝
仏
十
方
諸
仏
為
二客
仏
・諫
二

暁
　
　
之
・諸
菩
薩
聞
二此
慇
懃
付
属
・立
二我
不
愛
身
命
誓
言
一此
等
偏
為
レ叶
二
仏
意
一也
。
而
　
須
央
之
間
仏
語
相
違
　
誓
Γ
止

過
八
恒
沙
此
土
弘
経
一進
退
惟
谷
不
レ及
二凡
智
・天
台
智
者
大
師
作
二前
三
後
三
六
釈
入
戸
之
。
所
詮
述
化

。
他
方
大
菩
薩
等
以
二我
内

証
寿
量
品
・不
レ可
二授
与
Ｌ
末
法
初
謗
法
国
悪
機
　
故
止
レ之
召
二地
涌
千
界
大
菩
薩
・寿
量
品
肝
心
　
以
二妙
法
蓮
華
経
五
字
一令

レ

授
二与
閻
浮
衆
生
一也
。

と
あ

っ
て
、
見
宝
塔
品
の

「普
告
四
衆
」
以
下
に
よ
っ
て
、
滅
後
の
法
華
経
の
弘
経
が
唱
募
さ
れ
る
が
、
涌
出
品
の
初
め
の

「不
須
汝
等

護
持
此
経
」
で
、
述
化

・
他
方
の
菩
薩
等
が
滅
後
の
弘
経
を
止
め
ら
れ
、
地
涌
の
菩
薩
が
呼
び
出
さ
れ
、
神
力
品
に
於
て
、
題
目
の
五
字

に
結
要
し
て
、
末
法
の
為
に
付
嘱
さ
れ
る
。
続
い
て
、
嘱
累
品
で
は
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

地
涌
の
菩
薩
を
頭
と
し
て

「逃
化
他
方
乃
至
梵
釈
四
天
等
」
に
此

の
経
が
付
嘱
さ
れ
る
の
は
、
正
像
二
時
の
為
と
解
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
上
行
付
嘱

（上
行
要
付
）
の
教
義
は
、
涌
出
品
の
初
め
の
箇
所
よ

り
始
ま
り

此
本
門
肝
心
於
二
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
一仏
猶
文
殊
薬
王
等
　
不
レ付
属
　
　
之
Ъ

何
況
其
已
下

乎
。
但
召
二
地
涌
千
界
・説
二
八

フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｔ，
　
　
ノ
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
ル
　
　
　
　
　
ニ
　
（５４
）

口盟
付
二属
之
Ｌ

其
本
尊
為
レ体

（中
略
）
如
レ是
本
尊
在
世
五
十
余
年
無
レ之
。
八
年
之
間
但
限
二
八
品
Ъ



と
、
題
日
本
尊
の
具
体
的
な
あ
り
方
が
、
本
門
八
品
の
儀
相
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
そ
れ
が
同
時
に
滅
後
の
為
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れヲ

　
テ
　
　
テ
モ
　
　
　
ノ
　
　
　
ニ
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
（５５
）

髪
以
於
二
滅
後
弘
経
一随
二仏
之
所
属
一有
二弘
法
之
限
・

と
、
滅
後
末
法
下
種

へ
と
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

従

っ
て
、
宗
祖
の
示
さ
れ
る
上
行
要
付
の
教
義
に
た
っ
て
考
え
れ
ば
、
涌
出
品
の
初
め
の
箇
所
あ
っ
て
こ
そ
と
言
え
、
そ
れ
故
に
宗
祖

は
特
に
天
台
の
前
三
後
三
の
釈
意
を
重
視
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
当
面
の

『八
品
所
顕
証
文
』
二
戻
れ
ば
、
本
尊
の

興
り

（縁
起
）
を
問
題
と
す
る
と
き
、
涌
出
品
の
前
半
を
特
に
別
出
し
て
半
品
と
七
品
半
、
す
な
わ
ち

「七
品
二
半
」
と
い
う
如
き
表
現

と
な
っ
た
か
と
推
測
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て

『『八
品
所
顕
証
文
』
の
、
そ
の
後
の
文
章
が

目
□
三
世
の
仏

・
菩
薩

。
舎
利
弗

・
目
連

・
迦
葉

・
阿
難
等
、
梵

ｏ
釈

・
四
天

・
回
□
衆
星

ｏ
龍
神
八
部

・
第
六
天
魔
王

・
修
羅

・

十
羅
刹
女
・□
子
母
神
等
、
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
の
秘
法
を
恭
敬
合
掌
あ
り
し
日
法
を
、
大
聖
人
、
図
し
書
き
置
き
給

へ
り
。
此
れ

即
ち
縁
起
の
次
第
な
り
。
如
何
に
国
字
の
題
目
を
ば
釈
迦

ｏ
多
宝

・
三
世
十
方
諸
如
来
、
是
の
如
く
に
恭
敬

（以
下
欠
）

の
よ
う
に
読
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、
曼
荼
羅
本
尊
を
図
顕
さ
れ
た
由
来
を
記
述
さ
れ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
「縁
起
の
次
第
」
の
語
に

注
意
さ
れ
よ
う
。

更
に
留
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
題
日
本
尊
を
第

一
義
と
し
て
い
る
こ
と
で
、
前
述
の
如
く
、
釈
尊
も
法
華
経
の
行
者
と
い
う

観
点
か
ら
、
本
尊
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
推
測
を
雑
え
つ
ヽ
私
見
を
述
べ
た
が
、
『
八
品
所
顕
証
文
』
が
日
法
師
の
筆
で
あ
る
な
ら
ば
、
『本
逃
相
違
』
に
み
ら
れ
る
上
行

日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
述
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九



日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
辺
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
〇

付
嘱
の
教
義

へ
の
強
い
興
味
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
、
そ
れ
の
よ
っ
て
来
る
所
を
考
察
す
る
上
で
、
涌
出
品
前
半
部
分
に
注

意
し
、
「縁
起
の
次
第
」
か
ら

「七
品
二
半
」
の
表
現
が
出
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
、
言
う
所
の
本
尊
は
題
日
本
尊
で
あ
り
、
曼
荼
羅
本
尊
で

あ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
細
部
に
亘
る
義
は
未
詳
と
せ
ぎ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

８
、
小
結

以
上
、
管
見
に
お
い
て

『本
述
相
違
』
を
め
ぐ
り
日
法
師
の
本
述
観
を
み
て
き
た
が
、
自
身
の
見
解
の
表
出
は
ご
く
僅
か
で
あ
り
、
資

料
的
に
も
不
充
分
で
あ
る
か
ら
、
明
確
に
結
論
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
多
く
は
な
い
。

し
か
し
、
『本
述
相
違
』
は
、
宗
祖
直
弟
の
日
法
聖
人
が
、
宗
祖
の
本
述
に
つ
い
て
の
考
え
を
、
遺
文
を
中
心
と
し
た
諸
文
献
に
尋
ね
よ

う
と
し
た
、
そ
の
こ
と
を
如
実
に
示
す
文
献
で
あ
り
、
そ
の
点
に
於
て
甚
だ
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
異
論
の
な
い
所
で
あ
ろ
う
。

建
治
四
年

（
一
二
七
八
）
二
月
二
十
三
日
、
宗
祖
は
三
沢
氏

（
一
説
に
三
沢
小
次
郎
）
に
あ
て
た
手
紙

（Ｆ
一沢
抄
』
真
蹟
影
写
本
ｏ日

興
書
写
本
存
）
の
中
で
、
他
の
遺
文
に
は
み
ら
れ
な
い
内
心
を
吐
露
さ
れ
て
い
る
。

又
法
門
の
事
は
さ
ど

（佐
渡
）
の
国

へ
な
が
さ
れ
候
し
己
前
の
法
門
は
、
た
ゞ
仏
の
が
前
の
経
と
を
ぼ
じ
め
せ
。
此
国
の
国
主
我
を

も
た
も
つ
べ
く
ば
、
真
言
師
等
に
も
召
合
せ
給
は
ず
ら
む
。
ホ
時
ま
こ
と
の
大
事
を
ば
申
べ
し
。
弟
子
等
に
も
な
ひ
／
ヽ

（内
々
）

申
な
ら
ば
ひ
ろ
う

（抜
露
）
し
て
か
れ
ら
し
り

（知
）
な
ん
ず
。
さ
ら
ば
よ
も
あ
わ

（合
）
じ
と
を
も
ひ
て
各
々
に
も
申
ざ
り
し
な

り
。
而
　
去
文
永
八
年
九
月
十
二
日
の
夜
、
た
つ
の
口
に
て
頸
を
は
ね
ら
れ
ん
と
せ
し
時
よ
り
の
ち
（後
）
、
ふ
び
ん
な
り
、
我
に
つ

き
た
り
し
者
ど
も
に
ま
こ
と
の
事
を
い
わ
雲
こ
ざ
り
け
る
、
と
を
も
（思
）
て
さ
ど
の
国
よ
り
弟
子
ど
も
に
内
々
申
法
門
あ
り
。
…

よ
く
知
ら
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
三
沢
抄
の
内
容
か
ら
、
佐
前

・
佐
後
と
い
う
遺
文
の
み
か
た
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
関
し



て

「ま
こ
と
の
大
事
」
「ま
こ
と
の
事
」
「内
々
申
法
門
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
内
容
に
興
味
が
も
た
れ
る
の
で
あ
る
。
ど
一沢
抄
』

の
前
後
を
み
れ
ば
、
そ
れ
が
末
法
に
弘
ま
る
べ
き
上
行
所
伝
の
題
目
を
言
う
の
で
あ
り

「日
蓮
は
其
御
使
に
は
あ
ら
ざ
れ
ど
も
其
の
時
刻

あ
た
る
上
、
存
外
に
此
法
門
を
さ
と
り
ぬ
れ
ば
、
聖
人
の
出
さ
せ
給
ま
で
ま
づ
序
分
に
あ
ら
ノ
ヽ
申
な
り
。」
と
あ
る
の
は
、
宗
祖
が
、
上

行
菩
薩
の
応
化
で
あ
る
と
の
自
負
の
謙
辞
で
あ
り
、
示
唆
で
あ
る
の
は
、
他
の
遺
文
と
同
様
で
あ
る
。

『三
沢
抄
』
に
よ
れ
ば
、
「ま
こ
と
の
大
事
」
は
直
弟
子
達
で
さ
え
も
、
佐
渡
以
後
に
示
さ
れ
た
と
い
う
。　
一
方
、
今
日
み
る
こ
と
の
で

き
る
確
実
な
遺
文
の
な
か
で
、
上
行
所
伝
の
教
義
は
、
佐
渡

一
谷
で
著
さ
れ
た

『本
尊
抄
』
等
以
降
に
顕
発
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
「
ま
こ
と
の
大
事
」
と
は
、
上
行
付
嘱
の
教
義
の
み
で
は
な
い
が
、
ヨ
一沢
抄
』
の
内
容
と
、
『本
尊
抄
』
等
、
佐
渡
期
及
び
そ
の
直
後

に
著
さ
れ
た
重
要
御
書
か
ら
は
、
少
く
と
も
そ
れ
が
基
本
に
あ

っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
て
み
れ
ば
、
『本
述
相
違
』
に

『三
沢
抄
』
が
引
か
れ
て
お
り
、　
一
番
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
の
が
、
上
行
要
付
関
係
の
要
文
で
あ
る
こ
と
は
、
誠
に
興
味
深
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

後
世
、
い
わ
ゆ
る
日
蓮
聖
人
教
学
、
な
い
し
日
蓮
教
学
は
、
宗
祖
遺
文
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
、
直
弟
す
ら
も
、

遺
文
に
問
う
て
い
る
そ
の
証
左
で
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
法
師
が
、
な
ぜ
本
述
の
相
違
を
確
め
よ
う
と
し
た
か
、
そ
の
理
由
は
、
少
く
と
も
資
料
の
上
か
ら
は
明
ら
か
で
な
い
。

結
果
と
し
て
、
宗
祖
が
上
行
菩
薩
の
応
化
と
し
て
末
法
の
導
師
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
本
門
為
正
、
述
門
無
得
道
を
表
明
し
、
能
開

・

所
開
の
関
係
に
お
い
て
、
本
勝
述
劣
と
み
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
本
門

・
逃
門
の
具
体
的
な
把
え
方
は
、
資
料
の
上
か
ら
は
殆

ど
知
ら
れ
な
い
が
、
前
述
の
如
く
、
株
橋
日
涌
先
生
は

「単
な
る

一
経
中
の
述
門
十
四
品

。
本
門
十
四
品
と
い
う
横
の
本
述
で
は
な
く
、

縦
の
本
述
即
ち
本
地

・
述
中
相
対
の
事
の
本
述
で
あ
る
。
」
と
み
て
い
ら
れ
る
。

日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
逃
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

一



日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
辺
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

日
法
師
に
と
っ
て
は
、
本
勝
述
劣
の
主
張
は
、
同
時
に
折
伏
弘
通
の
実
践
で
あ
り
三
類
の
強
敵
に
直
面
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

そ
れ
は
、
宗
祖
よ
り
直
接
に
教
示
を
受
け
た
所
で
あ
り
、
ま
た
宗
祖
の
生
涯
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
所
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

註

（１
）
望
月
歓
厚
著

『日
蓮
宗
学
説
史
』
（平
楽
寺
書
店
、
昭
和
四
四
年
）、
渡
辺
宝
陽
稿

「本
逃
論
の
展
開
」
（影
山
尭
雄
編

『中
世
法
華

仏
教
の
展
開
』
所
収
、
平
楽
寺
書
店
、
昭
和
四
九
年
）、
株
橋
日
涌
稿

「宗
祖
直
弟
に
お
け
る
本
述
論
」
翁
桂
林
学
叢
』
第
九
号
、

昭
和
五

一
年
）
を
参
照
し
た
。

「昭
和
４５
年
１２
月
２５
日
第

一
種
２９
番
」
と
あ
る
。

宗
全
の
選
択
は
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

『昭
和
定
本
国
蓮
聖
人
遺
文
』
（略
称
、
定
遺
）
八
九
頁

大
般
涅
槃
経
第
四
如
来
性
品
第
四
之

一

（『大
正
新
脩
大
蔵
経
』
略
称
　
正
蔵
、　
〓

一巻
三
八
七
Ｃ
）、
法
華
玄
義
五
下

（正
蔵
二

二
巻
七
四
二
Ｃ
）
等
の
文
を
引
く
。

定
遺
三
二
七
頁
八
～

一
二
行

定
遺
八
九
頁
注
及
び

『日
蓮
』
（田
村
芳
朗
編

『日
本
の
思
想
４
』
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
四
年
）
二
八
頁

『日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
歴
史
編
』
五

一
三
頁

『日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
講
義
』
第
二
巻

（磯
野
本
精
著
、
昭
和
八
年
初
版
）
及
び

『日
蓮
』
（前
掲
）

『御
書
抄
』
上
巻
六

一
三
頁

（本
満
寺
、
昭
和
五

一
年
）

10  9   8   7   6 5432



（Ｈ
）
山
中
喜
八
著

「日
蓮
聖
人
の
学
業
」
翁
日
蓮
聖
人
真
蹟
の
世
界
』
下
巻
三
二
五
～
七
頁
、
初
出
は
昭
和
三
四
年
）
の
よ
う
な
見
方

が

一
般
的
で
あ
る
。

な
お
、
宗
祖
の
署
名
に
冠
し
た
形
容
に
つ
い
て
は
株
橋
日
涌
著

『観
心
本
尊
抄
講
義
』
上
巻

一
三
七
頁
。
（法
華
宗
宗
務
院
、
昭
和

五
六
年
）

16  15  14 13  12
（‐７
）

（
‐８

）

定
遺
第
二
巻

一
〇
〇
三
頁

定
遺
第

一
巻
二
〇
九
頁
。
な
お

『立
正
安
国
論
』
の
真
蹟
は
三
本
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、
写
本
も
日
興

ｏ
日
向

ｏ
日
高

ｏ
日
法

・

三
位
日
進
の
所
写
本
が
注
意
さ
れ
て
い
る
。
（遺
文
辞
典

一
一
七
八
頁
ｃ
～
ｄ
）
こ
の
う
ち
、
伊
豆
玉
沢
妙
法
華
寺
蔵
の
日
興
本
、

千
葉
中
山
法
華
経
寺
蔵
の
日
高
本
に
は

「天
台
沙
門
日
蓮
勘
之
」
と
あ
る
と
い
う
。
（山
中
喜
八
著
前
掲
書
三
二
五
頁
）

『日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
（法
蔵
館
、
昭
和
五
二
年
）
第
四
巻
三
六
頁
、
三
四
五
頁
。

『日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
二
巻
二
四
頁
、
三
三
二
頁

直
接
に
師
よ
り
教
示
さ
れ
る
立
場
で
あ

っ
て
も
、
師
の
著
述
等
に
よ
っ
て
そ
の
業
績
の
全
貌
を
把
握
し
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、

今
日
で
も
普
通
で
あ
り
、
各
地
の
信
者
に
対
す
る
教
化
に
つ
い
て
宗
祖
の
著
述

・
手
紙
等
が
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
当
時
と

し
て
は
当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
が
、
後
述
の
如
く

『三
沢
抄
』
の
内
容
は
、
特
に
そ
の
こ
と
を
促
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

日
蓮
門
下
教
学
史
上
、
日
蓮
遺
文
に
対
す
る
仕
方
に
お
い
て

『本
述
相
違
』
は
、
特
に
注
目
す
べ
き
性
格
を
有
す
る
文
献
で
あ
ろ

＞つノ。
白
蓮
日
興
師
の

「白
蓮
弟
子
分
与
申
御
筆
御
本
尊
目
録
事
　
稼
雌
替

（宗
全
第
二
巻

一
一
二
～
三
頁
）
に
は

一
富
士
下
方
市
庭
寺
越
後
房
者
日
興
弟
子
也
併
所
二申
与
一如
件
、
但
弘
安
年
中
背
二白
蓮
一了

日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
迩
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三



日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
述
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

一
武
蔵
国
住
泉
出
房
者
越
後
房
弟
子
也
　
併
日
興
申
二与
之
一越
後
房
逆
罪
時
同
時
背
了

と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
日
法
師
の
法
系
は
、
当
初
、
自
蓮
日
興
師
に
属
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
執
行
海
秀
著

『日
蓮
宗
教
学

史
』
二
五
～
六
頁
、
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編

『日
蓮
教
団
史
』
上
、　
一
〇

一
～
二
頁

（‐９
）
高
木
豊
稿

「諸
本
解
説
」
（日
本
思
想
大
系

『日
蓮
』
岩
波
書
店
）
六
〇
二
頁
ｂ
、
及
び
安
永
耕
哲
稿

「報
恩
抄
の
御
正
本
に
つ
い

て
」
翁
望
月
歓
厚
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』
所
収
、
古
稀
記
念
会
発
行
、
昭
和
三
六
年
）
参
照
。
日
舜
所
写
本
は
大
石
寺
所
伝
で

下
巻
の
み
。
奥
書
に

「康
安
二
年
二
月
七
日
於
駿
河
国
富
士
上
方
上
野
之
下
御
坊
辰
時
書
之
」
日
舜
花
押
、
と
あ
り

「民
部
阿
閣

梨
日
影
授
与
之
、
応
永
九
年
卯
月
十

一
日
」
日
時
花
押
、
と
追
記
さ
れ
て
い
る
由
で
あ
る
。
康
安
二
年

（
一
三
六
二
）
の
書
写
に

係
る
本
書
は
現
存
写
本
と
し
て
は
最
古
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
（安
永
氏
前
掲
二
七
三
頁
）

（２０
）
『本
逃
相
違
』
上
巻

一
六
紙
ヲ
に
引
く
。
『報
恩
抄
』
下
巻
の
中
で

「井

（菩
薩
ご

の
横
に

「丼
」
と
訂
正
し
、
「イ
本
」
と
し
、

ま
た

「井
」
を

「
四
井
」
と
訂
正
し
て

「イ
本
」
と
す
る
。
再
険
。
な
お
安
永
氏
稿
二
七
八
～
九
頁

（前
掲
）
参
照
。

（２‐
）
定
遺
七

一
六
頁
注
③
及
び

『日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
二
六
頁
。
な
お
日
本
思
想
大
系

『日
蓮
』

一
五
二
頁
頭
注
で
は
、
平

賀
本
の
異
本
書
き
入
れ
に
従

っ
て

「四
本
門
四
依
」
の
五
字
を
補

っ
た
と
し
て
い
る
。

（２２
）
『日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
三
二
頁
。
定
遺
第

一
巻
七

一
九
頁

（２３
）
定
遺
第

一
巻
七

一
二
頁

（２４
）
定
遺
第

一
巻
七

一
二
～
三
頁

（２５
）
「法
花
」
の
二
字
は
墨
色
が
異
な
る
。

（２６
）
定
遺
五
五
三
頁
。
ち
な
み
に
日
存
所
写
本

（尼
崎
市
本
興
寺
蔵
）
で
は

「応
身
報
身
顕
本
不
レ説
」
と
あ
る
。
（本
能
寺
刊
写
真
版



三
七
頁
。
昭
和
四
十
年
）

（２７
）
望
月
歓
厚
氏
は

「日
法
の
著
書
中
に
は
別
に
参
考
す
べ
き
も
の
な
し
。
日
法
の
聖
人
之
御
法
門
聴
聞
分
集
に
云
く
、
「私

（日
法
）

云
、
如
旨
疋
文
釈
ヲ
案
ズ
ル
ニ
、
天
台
与
二聖
人
一本
述
違
目
道
理
必
然
也
」
倉
ホ
全

一
・
一
三
四
）
と
。
是
等
を
以
て
師
の
本
述
勝

劣
説
と
云
ふ
な
る
べ
し
。
併
し
、
そ
れ
が
台
当
相
対
の
本
述
な
る
事
明
ら
か
な
り
。
そ
の
外
に
見
る
べ
き
な
し
。
」
（『日
蓮
宗
学
説

史
』
五

一
頁
。
平
楽
寺
書
店
、
昭
和
四
四
年
）
と
い
う
。　
一
方
、
株
橋
日
涌
先
生
は

「宗
祖
直
弟
に
お
け
る
本
述
論
」
亀
桂
林
学

叢
』
第
九
号

一
九
～
二
〇
頁
）
に
お
い
て
、
日
法
師
を
本
述
勝
劣
論
者
と
し
、
そ
の
本
逃
と
は
、
縦
の
本
逃
す
な
わ
ち
本
地

・
述

中
相
対
の
事
の
本
述
と
み
て
い
る
。
執
行
海
秀
氏
の

『日
蓮
宗
教
学
史
』
（平
楽
寺
書
店
、
昭
和
三
九
年
）
で
は
、
日
法
師
の
教
学

に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
渡
辺
宝
陽
氏

「本
述
論
の
展
開
」
官
中
世
法
華
仏
教
の
展
開
』
所
収
）
で
は
、
特
に

「日
法
の

「本
述
相

違
」
」
と
い
う

一
項
を
設
け
て
、
引
用
さ
れ
た
要
文
の
意
味
を
考
察
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

（２８
）
宗
全
で
は

「自
二本
門
一開
レ述
寛
也
」
と
読
む
が

「意
」
で
は
な
い
か
。
三
大
部
本
末
に
お
け
る
考
え
方
は
、
当
初
よ
り
本
述
の
実

相

（諸
法
実
相
）
を

一
体
と
し
、
本
述
の
異
は
久
近
の
異
の
み
と
み
る
故
に
、
不
思
議

一
と
す
る
が
、
今
の
場
合
は
、
未
開
の
述

門
と
、
本
門
に
よ
っ
て
開
会
さ
れ
た
逃
門
と
の
間
に
相
違
を
み
と
め
、
開
逃
顕
本
の
上
の

一
経
に
た
つ
こ
と
を
言

っ
た
も
の
と
す

る
如
く
で
あ
る
。
然
し
、
本
述
の
実
相
に
言
及
す
る
の
で
な
い
か
ら
、
詳
し
く
は
不
明
と
す
る
外
な
い
。
な
お

「本
述
雖
殊
不
思

議

一
」
は

『玄
義
』
巻
第
七
上

（正
蔵
三
三
巻
七
六
四
ｂ
～
七
六
五
ａ
）
で
六
重
本
述
の
夫
々
の
結
び
で
用
い
ら
れ
る
な
ど
、
三

大
部
本
末
に
多
出
す
る
。
Ｊ
一門
之
体
両
処
不
殊
」
は

『法
華
文
句
記
』
第
十
中

（正
蔵
三
四
巻
二
五
Ｏ
ａ
）
の
文
。

（２９
）
本
述
致
劣
の
論
争
の
上
で
は
、
こ
の
文
の
解
釈
は
二
様
で
あ
る
。
開
顕
し
た
上
で
、
本
逃

一
体

（
一
致
）
と
み
る
か
、
本
門
能
開

へ
逃
門
所
開
が
開
会
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
門
の
重
の

一
体
で
あ
り
、
も
と
の
述
門
と
対
す
れ
ば
、
本
述
勝
劣
で
あ
る
と
み

日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
述
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五



日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
述
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

る
か
、
で
あ
る
。
こ
の
両
者
は
明
確
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

（３０
）
渡
辺
宝
陽
氏
は
、
本
抄
が
天
目
の
影
響
乃
至
触
発
を
受
け
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
す
る
。
前
掲
論
文
二
八
四
頁
以

下
。

定
遺
第

一
巻
七

一
九
頁

定
遺
第
二
巻

一
二
四
七
～
八
頁

定
遺
第
二
巻

一
二
五
二
頁

「上
行
菩
薩
垂
逃
日
蓮
聖
人
」
を
「垂
述
本
門
日
蓮
大
聖
人
」
翁
御
法
門
御
聞
書
』
一
一
頁
、
光
長
寺
、
平
成
二
年
）、
「日
蓮
聖
人
」

を

「日
蓮
大
聖
人
」
（同

一
二
頁
）
と
す
る
。
再
検

大
般
涅
槃
経
巻
第
六
、
如
来
性
品
第
四
之
三

（正
蔵

一
二
巻
四
〇

一
ｂ
）

大
般
涅
槃
経
巻
第
二
、
寿
命
品
第

一
之
三

（正
蔵

一
二
巻
三
八

一
ａ
）

大
般
涅
槃
経
巻
第
九
、
如
来
性
品
第
四
之
六

（正
蔵

一
二
巻
四

一
九
ａ
）

妙
法
蓮
華
経
巻
第
四
、
勧
持
品
第

一
三

（正
蔵
九
巻
三
六
Ｃ
）

確
実
な
遺
文
で
は
、
文
永
二
年

（
一
二
六
五
）
に
系
け
ら
れ
る

『薬
王
品
得
意
抄
』
（断
真
）
に

「法
華
経
述
門
如
レ月
寿
量
品
如
レ

日
、
寿
量
品
時
述
門
月
未
レ及
、
何
況
ぶ
前
星

ャ、
夜
星
時
月
時
衆
務
不
レ作
、
夜
暁
必
作
二衆
務
ヽ

年
前

ｏ
逃
門
．シテ猶
生
死
難
レ

離
、
至
二本
門
寿
量
品
一必
可
レ離
二生
死
ピ

（定
遺
第

一
巻
三
四
〇
頁
）
と
あ
り
、
得
道
は
本
門
に
限
る
と
す
る
が
、
そ
の
原
理
と

し
て
の
一
念
三
千
に
つ
い
て
本
述
の
異
を
の
べ
る
の
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
文
永
八
年

（
一
二
七

一
）
の

『十
章
抄
』
（真
存
、
定

遺
第

一
巻
四
八
九
頁
）
か
ら
で
あ
る
。

39  38  37  36  35 34  33  32  31



43  42  41  40
（
４４

）

（
４５

）

定
遺
第

一
巻
二
四

一
頁
以
降

定
遺
第
二
巻

一
五
一
〓
一頁

小
西
徹
龍
稿

「光
長
寺
蔵

「山
門
奏
状
」
に
つ
い
て
」
亀
古
文
書
研
究
』
第
二
九
号
所
収
、　
一
九
九
四
年
）

宗
全
第

一
巻
二
四
八
頁
。
な
お

「雖
在

一
山
」
に
は

「
一
山

一
本
作
宗
」、
「定
刊
在
意
」
に
は

「意

一
本
作
安
」
と
頭
注
あ
り
。

ま
た
次
に
引
く

『法
華
宗
弘
通
抄
』
中
に
も
、
今
の
引
文
と
同
意
の
文
章
が
あ
る
。
（同
二
三
二
頁
）

宗
全
第

一
巻
二
三
二
頁
。
南
岳
・天
台
の
本
地
が
観
音
・薬
王
で
あ
る
と
の
説
は
、
宗
祖
遺
文
に
も
引
か
れ
て
い
る
。
例
せ
ば

『曽

谷
入
道
殿
許
御
書
』
（真
存
、
定
遺
第

一
巻
九
〇
五
頁
）
な
ど
。

日
法
聖
人
の

『御
法
門
御
聞
書
』
は
、
真
蹟
本
二
巻
と
写
本
二
巻
、
及
び
断
簡
を
ふ
ま
え
て
、
復
元
的
に
考
え
ら
れ
る
著
述
で
あ

る
。
（光
長
寺
刊

『御
法
門
御
聞
書
』
解
題

一
一
頁
）
株
橋
日
涌
先
生
が

「宗
祖
直
弟
に
お
け
る
本
述
論
」
（前
掲
）
の
日
法
師
の

項
目
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
写
本
二
巻
の
下
巻
、
す
な
わ
ち
『聖
人
之
御
法
門
聴
聞
分
集
』
下
（底
本
題
簸
『連
々
御
聴
書
　
下
し

の
な
か
の
一
節
で
、
参
考
の
為
に
底
本
よ
り
引
用
す
る
と

文
句
記
云
寿
量
品
釈
云
此
指

娑
婆
一即
本
応
身
所
居
土
也
云
云
　
玄
七
云
即
本
時
同
居
土
也
寂
光
土
云
也
　
又
云
述
本
非
本
者

述
門
　
大
通
為
本
一間
望
本
一時
非
逃
本
一本
述
非
述
者
久
遠
実
成
本
仏
垂
逃
義
雖
無
之
是
為
利
生
方
便
一垂
述
故
廃
述
顕
本
時
非

述
一云
也

玄
十
云
本
時
自
行
唯
与
円
合
化
他
不
定
亦
有
八
教
文

倉
示
会
第

一
巻

一
三
二
頁
）

五
百
問
論
云

一
経
之
中
以
本
為
主
磯

日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
述
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―

八
七



日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
辺
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

又
云

一
代
教
中
未
曽
顕
遠

　

父
母
之
寿
・
ｏ
若
不
知
父
寿
之
遠
・復
迷
二父
蹴
之
郷
一徒
謂
才
能
全
非
人
子
一　
義
決
罐
師
之
久

遠
於
自
今
典
久
遠
之
本
唯
在
今
経
一若
余
経
在
者
本
門
施
化
応
成
虚
説
・涌
出
寿
量
文
義
倶
壊
√

私
云
如
是
文
釈
案

　

天
台
与
聖
人
一本
逃
違
目
道
理
必
然
也

（完
全
第

一
巻

一
三
四
頁
）

と
な
っ
て
い
る
。
後
世
に
加
え
た
ら
し
い
返
り
点
返
り
仮
名
も
少
し
存
す
る
。
（今
は
、
そ
れ
は
省
略
）
渡
辺
宝
陽
氏
も

『本
逃
相

違
』
の
引
用
文
の
底
意
を
推
測
し
て
い
る

（注

（２７
）
参
照
）
よ
う
に
、
『御
法
門
御
聞
書
』
や

『本
逃
相
違
』
の
引
用
文
か
ら

は
、
確
か
に
、
単
な
る
台
当
、
像
末
の
相
対
だ
け
で
は
な
い
、
日
法
師
の
本
述
論
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
自
身
の
意
見
と

し
て
、
明
了
に
述
べ
ら
れ
た
資
料
が
少
な
い
の
で
隔
靴
掻
痒
の
感
あ
る
は
否
め
な
い
所
で
あ
る
。

但
し
、
今
の
株
橋
先
生
が
引
用
さ
れ
た
所
と
対
照
し
て
み
る
と
、
『本
述
相
違
』
下
巻
中

（
一
六
ウ
）
に
は

記
九
云
子
弘
父
法
有
世
界
益
文

久
遠

　

自
今
典

国
園
□
久
遠
曖
本
唯
在
今
経
若
余
経
者
本
門
施
化
園
囲
国
説
一踊
出
寿
量
文
義
倶
壊
文

（欠
損
）

・／」
、目

□
章
之
有
為
報
仏

と

の
間

に

私
云
如
是
釈
案
　
天
台
大
聖
人
本
述
国
道
理
必
然
也

口
□
云

一
経
之
中
．ス
以
本
為
主卜
・又
云

一
代
聖
教
中
未
曽
顕
遠
父
母
之
寿
ｏ
若
不
ス
ハ知
父
母
之
遠
復
迷
，
父ノ線
之
邦
二徒
謂
ヲ才

能

　

全

非
人
子
Ｌ
云



と
書
き
込
み
が
あ
り
、
更
に
前
掲
守
護
章
の
引
文
の
下
に

「夢
中
権
果
無
作
三
身
覚
前
実
仏
」
と
書
き
足
し
て
あ
る
の
が
注
意
さ

れ
る
。
道
遂
の
義
決
の
文
と
さ
れ
る
も
の
は
、
宗
祖
の

『注
法
華
経
』
に
は
見
出
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
日
法
師
は
重
視
し

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
共
に
、
『御
法
門
御
聞
書
』
が
、
宗
祖
よ
り
の
教
示
を
書
き
と
め
た
記
録
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ

れ
を
も
と
と
し
て
、
本
述
の
問
題
を
も
考
察
し
、
私
見
を
加
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
は
、
『聞
書
』
も

『本
述
相

違
』
も
、
日
法
師
の
法
義
研
鑽
の
資
料
と
し
て
の
性
格
が
共
通
し
て
い
る
点
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
『聞
書
』
で
は
「聖
人
」

と
あ
り

『本
述
相
違
』
で
は

「大
聖
人
」
と
あ
る
所
が
、
前
述
の
よ
う
に
日
法
師
の
宗
祖
に
対
す
る
立
場
の
進
展
を
示
す
も
の
と

も
み
ら
れ
、
そ
れ
は
、
や
が
て

『聞
書
』
よ
り

『本
述
相
違
』
の
方
が
、
全
体
と
し
て
は
、
後
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
根
拠
の

一

と
も
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（４６
）
再
誕
と
は

「再
び
こ
の
世
に
生
ま
れ
る
こ
と
」
翁
大
辞
林
』
九
四
五
Ｃ
）
で
あ
る
か
ら
、
宗
祖
の
場
合
、
厳
密
に
は
本
化
上
行
菩

薩
の
人
界

へ
の
垂
逃
、
九
界
と
人
界
で
い
え
ば
、
九
界
総
在
の
上
行
菩
薩
の
人
界
応
化
、
の
ご
と
く
表
現
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
単
純
に
生
ま
れ
替
わ
り
と
解
し
て
お
く
。

（４７
）
原
井
慈
鳳
稿

「
日
法
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
ご

（『桂
林
学
叢
』
第

一
五
号
所
収
）

一
三
八
頁

（４８
）
定
遺
第
二
巻

一
二

一
八
～
九
頁

（４９
）
「法
華
経
の
第
五
に
文
殊
師
利
此
法
華
経
諸
仏
如
来
秘
密
之
蔵
於
諸
経
中
最
在
其
上
」
安
楽
行
品
第
十
四

（正
蔵
九
巻
三
九
ａ
）、

「法
華
経
の
第
七
云
　
有
能
受
持
是
経
典
者
亦
復
如
是
於

一
切
衆
生
中
亦
為
第

一
等
一√
」
薬
王
菩
薩
品
第
二
三

（正
蔵
九
巻
五
四

工Ｃ
、
法
華
秀
句
巻
下

（伝
全
第
二
巻
二
五
七
頁
）、
（同
二
七
九
頁
）
、
依
憑
天
台
集

（伝
全
第
二
巻
三
六
四
頁
）

（５０
）
定
遺

一
五
七
四
頁

日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
述
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九



日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
述
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

正
蔵
九
巻
三
九
Ｃ
～
四

一
ａ
。
本
門
正
宗

「
一
品
二
半
」
の
成
語
か
ら
し
て
、
二
半
は
半
分
の
倍
と
解
し
て
お
く
。

定
遺
七

一
五
頁

定
遺
七

一
八
頁

定
遺
七

一
二
～
三
頁

曽
谷
入
道
殿
許
御
書

（定
遺
九
〇
四
～
五
頁
）

原
井
慈
鳳
氏
は

『
八
品
所
顕
証
文
』
は
、
『本
逃
相
違
』
よ
り
分
離
し
た
も
の
か
と
い
う
。
（同
氏
、
前
掲
論
文

一
三
八
～
九
頁
）

し
か
し
、
主
題

・
構
成
等
に
お
い
て
両
者
は
異

っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
同

一
文
献
と
み
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
と
考
え
る
。
再
検

『日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
歴
史
編
』

一
〇
八
〇
ｄ
～

一
〇
八

一
Ｃ
、
及
び

一
四
四
三

定
遺

一
四
四
六
～
七

「而
予
非
二地
涌

一
分
一兼
知
二此
事
一故
前
二立
地
涌
之
大
士
一粗
示
二五
字
こ

（『曽
谷
入
道
殿
許
御
書
』
定
遺
九

一
〇
、
真
存
）
「而

に
日
蓮
上
行
菩
薩
に
は
あ
ら
ね
ど
も
、
ほ
ぼ
兼
て
こ
れ
を
し
れ
る
は
、
彼
の
菩
薩
の
御
計
　
か
と
存
て
、
此
二
十
余
年
が
間
此
を

申
。
」
（『新
尼
御
前
御
返
事
』
定
遺
八
六
八
、
曽
真
）
な
ど
例
は
多
い
が
、
確
か
な
遺
文
に
お
い
て
は
、
上
行
の
応
化
で
あ
る
こ
と

を
暗
に
示
す
に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
で
あ
ろ
う
。

（６０
）
こ
の
意
味
で
、
宗
祖
の

『私
集
最
要
文
注
法
華
経
』
の
巻
六
如
来
寿
量
品
の
偶
頌

（自
我
偶
）
の
冒
頭
の
所
に

「迎
本
理
勝
劣
事
」

と
標
し
、
つ
い
で

「玄
七
云
、
又
若
未
二発
逃
顕
本
一者
但
解
二逃
中
事
理
之
免
妙
一終
不
レ能
レ解
二本
中
之
事
免
ヽ

況
解
二本
中
理

妙
一弥
勒
尚
不
レ達
、
何
況
余
人
。
」
（正
蔵
三
二
巻
七
七
〇
ｂ
）
を
引
用
し
て
い
る

（山
中
喜
八
編

『定
本
注
法
華
経
』
下
巻
四

一

六
頁
、
法
蔵
館
、
昭
和
五
五
年
）
の
は
非
常
に
興
味
深
い
。
こ
の
玄
七
の
文
は
、
日
法
師
の

『本
述
相
違
』
上
巻
四
ウ
に
引
用
さ

56  55  54  53  52  5159  58  57



れ
て
い
る
。
宗
祖
は
前
掲
玄
の
七
の
文
意
は
、
本

・
述
の
所
顕
の
理
に
つ
い
て
、
勝
劣
の
問
題
が
あ
る
こ
と
を
提
起
す
る
も
の
と

の
認
識
を
示
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
日
法
師
が

『注
法
華
経
』
を
披
見
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
可
能
性
が
な
い

と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
宗
祖
は

『開
目
抄
』
に

「何
況
盲
眼
の
ご
と
く
な
る
当
世
の
学
者
等
、
勝
劣
を
耕
べ
し
や
。

黒
自
の
ご
と
く
な
る
理
に
迷
ざ
る
べ
し
や
。
教
の
浅
深
を
し
ら
ざ
れ
ば
理
の
浅
深
弁

つ
も
の
な
し
。
」
（定
遺
五
八
八
）
と
示
し
、

教
に
対
す
る
に
理
と
さ
れ
る
。
渡
辺
宝
陽
氏
は

「法
華
以
前
の
諸
経
と
法
華
経
と
の
分
別
を
体
と
し
て
措
定
さ
れ
る
こ
と
を
し
て

い
な
い
。
」
（「本
述
論
の
展
開
」
前
掲
三
〇
四
頁
注

（１７
と

と
さ
れ
る
が
、
逃
門
と
本
門
の
教
の
相
違
に
応
じ
て
理
の
相
違

翁
注

法
華
経
』
で
い
う
勝
劣
）
を
考
え
て
お
ら
れ
た
の
は
確
か
で
い
そ
れ
は
、
五
重
玄
義
で
い
え
ば
、
体
玄
義

（体
理
実
相
）
に
相
当

す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（６‐
）
「宗
祖
直
弟
に
お
け
る
本
述
論
」
（前
掲
、
二
〇
頁
）

（平
成
８
年
１２
月
６
日
稿
）

日
法
聖
人
教
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
『本
述
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
―

九

一


